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秋 田 市 医 師 会 ニュース
発行 一般社団法人 秋田市医師会

第９回秋田市医師会功労者表彰および
第26回医療機関職員永年勤続表彰を開催

標記表彰式は、７月19日(水)午後６時40分から

秋田キュッスルホテルで開催(参加者79名)されま

した。

はじめに、今年度医師会功労者表彰(大倉俊彌・

櫻庭 清・菅原 厚・高橋文夫の各先生)を受け

られる４名の先生を盛大な拍手で会場にお迎え

し、式典開会となりました。表彰式では松岡会長

から４名の先生に表彰状が授与された後、それぞ

れの先生から謝辞が述べられました。医療機関職

員永年勤続表彰式では、勤続20年７名、勤続10年11名の皆さんが表彰され、代表者の浅利求

さん(今村病院)から謝辞が述べられました。次に、松岡会長からあいさつが行われ、来賓と

して穂積志秋田市長(代理出席：秋田市保健所次長佐藤博幸様)および小玉弘之秋田県医師会

長からそれぞれ祝辞をいただきました。

引き続き開催された親睦会では、「Yummi with Dancers」さんによる迫力満点なライブシ

ョーに会場は大いに盛り上がりました。会長あいさつ、医師会功労者の謝辞等は会報に掲載

予定です。

秋田市との懇談会を開催

標記懇談会は、７月７日(金)午後６時30分から秋田ビューホテルで開催されました。秋田

市からは、穂積市長、石井・鎌田両副市長をはじめ20名

が出席、本会からは役員・事務局等22名が出席しました。

穂積市長・松岡会長からあいさつをいただいた後、案件

１）小児に対するワクチン費用の助成についてを湊副会

長から、２）地域包括ケアシステムを支える在宅医療と

在宅介護の現状に対する認識と対策についてを熊谷理事

からそれぞれ説明が行われました。案件１）は伊藤千鶴

秋田市保健所長、２）は辻直文秋田市福祉保健部長から

説明をいただいた後、活発な意見交換が行われ、有意義な懇談会となりました。詳細は会報

に掲載予定です。

【 秋田県医師会からのお知らせ 】

不要になった水銀血圧計・水銀体温計の回収について

秋田県医師会では、下記の期間において「不要となった水銀血圧計・水銀体温計・充填用

水銀」を回収することとしておりますので、お知らせいたします。詳細は、秋田県医師会ホ

ームページ(医療関係者向け情報)参照。http://www.akita.med.or.jp/index.html

回収期間：平成２９年９月２５日(月)～２９日(金) ・ 場所 秋田県医師会館
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社保コーナー 保険診療の初歩の初歩―①保険診療とは

理事 吉岡 知巳

新たに医師会員になられた初期研修医の先生方のために、保険診療

の初歩の初歩について、３回シリーズで解説したいと思います。

わが国では、すべての国民が公的医療保険に強制的に加入し、保

険料を納付する義務を負い、病気やけがをした場合には、誰でも、

どこでも、いつでも医療保険を使うことができる、「国民皆保険制

度」をとっています。医療保険は大きく、被用者保険(職域保険)、

国民健康保険(地域保険)、および後期高齢者医療制度に分けられ、どの保険に加入していて

も同じ診療報酬点数表などが適用されるため、どこでも平等に医療を受けることができます。

被用者保険には、単一の企業あるいは同種企業が合同で設立する健康保険組合(組合)、特定

の組合をもたない企業等で働く従業員が加入する全国健康保険協会(協会けんぽ)、公務員等

を対象とした共済組合、および船員保険があります。自営業者、年金生活者、非正規労働者

などは国民健康保険に加入します。保険医としての診療の具体的方針が、「保険医療機関及

び保険医療養担当規則（療担規則）」第二十条に示されています。投薬量は薬剤により１回

14日分、30日分または90日分を限度とすること、健康診断や正常分娩は保険給付の対象外で

あること、など保険医のルールがここに書かれています。一度目を通してみて下さい。

参考文献：産婦人科医のための社会保険ＡＢＣ第５版(メジカルビュー、2017)

秋田厚生医療センターからのご案内

① 第28回 総合診療カンファランス 『第５回 在宅フォーラム』

日 時：平成２９年９月１日（金） 午後５時３０分～７時

主 催：秋田県総合診療家庭医研修センター

場 所：秋田厚生医療センター ２Ｆ 大会議室

対 象：すべての医師・医療スタッフ・介護・福祉・医学生・看護学生 参加無料

テーマ：「ごちゃまぜＩＰＥで地域が変わる、人が育つ！」

※ IPE：Interprofessional education 多職種連携教育

講演１：『地域ごちゃまぜケアによる地域創生 防人の呟き』

対馬市医療統括官・いづはら診療所 桑 原 直 行 先生

ワークショップ：『まずは体験、ごちゃまぜＩＰＥ

～在宅看取りを希望する末期がん独居男性の物語～』

講演２：『多職種連携コンピテンシー(行動特性)とは？』

宮崎大学地域医療・総合診療医学講座 教授 吉 村 学 先生
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今回のカンファランスは年１回開催している「在宅フォーラム」です。

「多職種連携（ＩＰＥ）というテーマで、ＩＰＥの伝道師 吉村先生をお

迎えしてのワークショップを開催します。各分野で活躍していらっしゃる

皆様の参加を期待しております。

＊８月25日頃まで参加申込ください。

※日本プライマリ・ケア連合学会 専門医・認定医研修講座〔１単位申請中〕

※日本プライマリ・ケア連合学会 認定薬剤師研修講座〔１単位申請中〕

※日本医師会生涯教育講座〔１.5単位〕(カリキュラムコード：13・80・81)

② 第５回 あきた「地域医療と総合医」シンポジウム

日 時：平成２９年９月２日（土） 午後１時３０分～５時００分まで

主 催：秋田県総合診療家庭医研修センター

場 所：秋田拠点センター ＡＬＶＥ

対 象：すべての医療者・研修医・医療系学生 参加無料

ＫＥＹＮＯＴＥ ＡＤＤＲＥＳＳ

「秋田県における総合診療医養成の現状と秋田県総合医育成コンソーシアム結成」

秋田県総合診療・家庭医研修センター センター長 齊藤 崇 先生

ＳＹＭＰＯＳＩＵＭ

１ 明和会中通総合病院 総合診療科 細谷栄滋先生

２ 東邦大学医療センター大森病院 総合診療・急病センター 佐々木陽典先生

３ 勤医協中央病院総合診療センター 副センター長 松浦武志先生

４ 麻生飯塚病院 副院長・総合診療科部長 井村 洋先生

５ 自治医科大学地域医療学センター 准教授 三瀬順一先生

来年度からスタートする新専門医制度において「総合診療医」が初めて基本領域の専門医

資格として位置付けられました。「総合診療医」の中でも病院を活動の場として働く「病院

総合医」は病院医療の入口である「救急」・「初診外来」から退院支援、そして医療・介護

・福祉連携の要としての活躍が期待されています。本年度のシンポジウムでは再度この「病

院総合医」にスポットを当てて、近未来医療のあり方について考えたいと思っています。各

分野で活躍していらっしゃる皆様の参加を期待しております。

※ 日本プライマリ・ケア連合学会 専門医・認定医研修講座〔３位申請中〕

※ 日本プライマリ・ケア連合学会 認定薬剤師研修講座〔２単位申請中〕

※ 日本医師会生涯教育講座〔3.5単位申請中〕（カリキュラムコード：0･1･7･10･12）

お問い合わせ先 ①②共通

秋田厚生医療センター 総務管理課

ＴＥＬ ０１８－８８０－３０００

E-mail : akikumi@akikumihsp.com
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【 ご 案 内 】 平成29年度発達障害者地域支援者研修会

日 時：平成２９年１１月８日(水) １３:００～１５:３０

主 催：秋田県(健康福祉部障害福祉課)

会 場：秋田県庁第２庁舎 ８階 大会議室

対 象 者：精神科・心療内科を標榜する医療機関関係者

申 込 〆 切：８月31日(木)まで

申 込 方 法：申込用紙およびプログラム等は、本会事務局にありますので、ご連絡(5865-

0252)ください。
目 的：発達障害者支援法の改正に伴い、医療、保健、福祉等の業務を行う機関には、

個々の発達障害の特性に配慮しつつ、切れ目のない支援が求められていること

から、法改正の主旨を踏まえ、発達障害に対する理解を含め、適切な支援を提

供することを目的とし、今年度は青年期・成人期の発達障害について、特性と

支援者の関わり方を学ぶ。

講 話：「発達障害を抱えて大人になるということ」

秋田県立医療療育センター 副センター長 室 岡 守 先生

【 ご 案 内 】 秋田県看護資質向上研修

日 時：平成２９年９月４日(月) １３:００～１６:３０

主 催：秋田県立衛生看護学院

会 場：秋田アトリオン ３階 研修室

受 講 資 格：秋田県内で従事する看護職員、参加無料

申 込 〆 切：８月９日(水)まで郵送で必着、定員30名

申 込 方 法：申込用紙およびプログラム等は、本会事務局にありま

すので、ご連絡(5865-0252)ください。

目 的：看護職として歩んできた「これまでの自分」を見つめ直し、これからの働き方や

キャリアをデザインする。

研修演題：「キャリア・マネジメント：学び、育ち、楽しむために」

オフィスKATSUHARA代表 勝 原 裕美子 先生

【８月 行 事 予 定】

１(火) 第１回特定健診等委員会(18:30) 17(木) 第１回自殺予防対策委員会(19:00)

第２回乳幼児委員会(19:00) 22(火) 秋田市三師会合同委員会(19:00 藤の家)

２(水) 第３回ステーション・支援センター 24(木) 第９回理事会(18:30 秋田ｷｬｯｽﾙﾎﾃﾙ)

管理運営委員会(18:45) 顧問との懇談会

第５回会報編集委員会(19:00 かなや) (19:15 秋田ｷｬｯｽﾙﾎﾃﾙ)

８(火) 第１回学校保健委員会並びに第１回 31(木) 乳幼児健診事業報告会並びに乳幼児

学校医心の問題委員会(19:00) 健診管理講習会(19:00 秋田市保健所)

【９月 行 事 予 定】

２(土) 秋田市学校保健大会兼学校保健講演会 14(木) 第10回理事会(18:30)

(14:00 秋田市文化会館) 20(水) 第１回在宅医療研修会

７(木) 第４回理事会運営会議(18:30) (18:30 秋田市老人福祉センター)

12(水) 第２回広報委員会(19:00) 28(木) 第11回理事会(18:30)
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